
令和８年度日米共同統合演習、通称「キーン・ソード２７」の実施につきましては、

令和８年１０月２日（金）に沖縄防衛局より通知を受けました。 

本市での訓練は、令和８年１０月１９日（月）から２９日（木）までの期間で実施さ

れる予定です。 

この訓練の主な内容は、日米の共同調整所の運営訓練、部隊や装備品の展開訓練、そ

して船舶による輸送訓練などであると伺っております。 

また、訓練に参加する人員や装備品などを航空機および船舶で輸送するため、宮古空

港と平良港を使用するとの説明を受けております。 

周辺諸国における軍事力強化や台湾海峡周辺での緊張が高まる中、本市を含む南西諸

島を取り巻く安全保障環境は一段と厳しさを増しており、日米同盟の抑止力・対処力を

強化するための共同演習の必要性については、平和を維持するという観点からも理解を

せざるを得ないと考えております。 

一方、大規模な実動演習であることから、市民の皆様の中には、強い懸念や不安を感

じる方もいらっしゃることと承知しております。 

国に対しては、市民生活や経済活動等に影響が及ぶことがないよう、安全管理の徹底、

騒音等の影響緩和、訓練の目的や安全性に関する丁寧な情報発信を行うよう、申し入れ

を行いました。また、訓練にあたっては、市民の不安軽減のため、より詳細な透明性の

ある情報を提供するよう強く求めました。 

今後、沖縄防衛局を訪問し、改めて要請を行いたいと考えております。 

令和８年１０月１７日（土）には、２回目の「地域の安全・安心な暮らしを市民とと

もに考える会」（意見交換会）を市役所２階大ホールで開催いたします。 

市民の皆様の声に真摯に耳を傾けながら、地域の安全と安心の確保に全力で取り組ん

でまいります。 
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